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１ 開会 
 

２ 議事 

（１）部会からの報告 

（２）「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本

方針」の見直しについて 

 

３ その他 

（１）次回日程について 
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平成30年10月31日  
 
横浜市学校規模適正化等検討委員会  
 

「嶮山小学校・すすき野小学校」  

通学区域と学校規模適正化等検討部会  
 

「嶮山小学校・すすき野小学校」 

通学区域と学校規模適正化等に関する意見書 
 
当検討部会は、横浜市学校規模適正化等検討委員会条例（平成25年９月横浜市条例第55号）に基づき、「嶮

山小学校・すすき野小学校」の通学区域と学校規模適正化等について調査審議するため、平成29年６月28日、

横浜市学校規模適正化等検討委員会に設置されました。 

その後、学校運営協議会での議論及び検討部会での諸課題の調査審議を行い、これを取りまとめましたので、

次により意見を申し述べます。 
 

１ 調査審議事項 

（1）学校規模適正化 

児童の教育環境の維持・向上を図るため、すすき野小学校を閉校することが望ましいと考えます。 

（2）閉校の実施方法 

  ア すすき野小学校は、平成32年３月31日限りで閉校とすることが適当と考えます。 

  イ 閉校するすすき野小学校は、隣接するすすき野中学校の施設として管理することが適当と考えます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

（3）閉校後の通学区域案 

すすき野小学校の通学区域全域は嶮山小学校の通

学区域に変更することが適当と考えます。   

また、すすき野小学校の通学区域のうち、すすき

野北自治会全域については、美しが丘西小学校、荏

子田二丁目に属する地域については、荏子田小学校

も選択できる特別調整通学区域を設定することが適

当と考えます。 
 
ア 通学区域の変更及び特別調整通学区域の設定時

期及び対象者 

     通学区域の変更及び特別調整通学区域の設定時

期については、平成32年４月とします。 

対象者については、平成32年４月以降に小学校

に入学または転入する児童とします。 
 
イ 特別調整通学区域設定の対象区域 

   (ｱ) 特別調整通学区域① 

      美しが丘西三丁目12番地から42番地、44番地、

55番地から56番地、60番地、すすき野三丁目５

番地 

 【指定校】嶮山小学校 【受入校】美しが丘西小学校 

 
(ｲ) 特別調整通学区域② 

荏子田二丁目36番地 

 

（ｱ）特別調整通学区域①  

美しが丘西三丁目12 番地から 42 番地まで、

44 番地、55 番地、56 番地、60 番地、すすき野

三丁目５番地 

イ 特別調整通学区域設定の対象区域 

【指定校】嶮山小学校 【受入校】荏子田小学校 

 

川
崎市 

【特別調整通学区域①】 
嶮山小学校（指定校） 

美しが丘西小学校（受入校） 
 

 

【特別調整通学区域②】 
嶮山小学校（指定校） 

荏子田小学校（受入校） 
 

 

【凡例】 

      小学校 

      中学校 

      小学校通学区域 

      中学校通学区域 

      閉校後の特別調整通学区域 

 

特別調整通学区域 

資料１－２ 
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（4）閉校に伴う指定地区外就学許可制度の取り扱い 

ア 閉校時にすすき野小学校に在籍する児童については、平成31年度に指定地区外就学許可制度を申

請することにより、美しが丘西小学校や荏子田小学校への就学を許可していただくよう配慮をお願い

します。 

イ 平成31年度に指定校がすすき野小学校となる未就学児については、平成30年度に指定地区外就学

許可制度を申請することにより、嶮山小学校や美しが丘西小学校、荏子田小学校への就学を許可して

いただくよう配慮をお願いします。 

（5）通学安全の確保 

すすき野小学校の閉校に伴う通学安全の確保については、別途、「嶮山小学校・すすき野小学校」通学

区域と学校規模適正化等検討部会から関係機関に対し、通学安全に関する要望書を提出します。 

 

２ その他、すすき野小学校の閉校にあたっての要望  

（1）すすき野地区では、新たなまちづくりを進めていく上で最も有効な資源がすすき野小学校です。    

地域住民にとっては、かけがえのない歴史的・文化的施設でもありますので、将来的な児童急増による学

校施設としての活用も見据え、施設の維持管理や活用などへの配慮をお願いします。 

（2）閉校までの期間においては、すすき野小学校と周辺校（嶮山小学校・美しが丘西小学校・荏子田小学校） 

での児童の交流を進めていただき、周辺校への円滑な移行を促進するようお願いします。  

（3）良好な教育環境を確保するため、必要な施設整備や閉校に伴う支援について、最大限の努力をお願いし

ます。 

（4）すすき野小学校の閉校後に児童が環境変化に順応できるよう、教職員の配置については、配慮をお願い

します。  

（5）閉校するすすき野小学校は、その歴史と伝統を嶮山小学校に引き継ぐとともに、卒業記念品等を含む関

係資料の保存・記録をお願いします。 

 

６ 



「野庭中学校・丸山台中学校」通学区域と学校規模適正化等について 

 

 港南区の野庭中学校は、平成 30 年５月１日現在、一般学級生徒数 164 人、６学級の小規模校であり、

今後も著しく小規模化が進行し、34 年度には全学年単級となることが見込まれていることから、隣接

校である丸山台中学校と平成 32 年４月に学校統合を行います。 

 

１ 「野庭中学校・丸山台中学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会について 

  野庭中学校の適正規模化に向けて、隣接する丸山台中学校との間での具体的な対応について、教

育委員会からの諮問に基づき、平成 30年３月 28日の横浜市学校規模適正化等検討委員会にて、「野

庭中学校・丸山台中学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会を設置し、検討を進めてきました。

平成 30 年５月より全４回の検討部会を開催し、このたび、部会としての意見書がまとまりましたの

で、横浜市学校規模適正化等検討委員会に提出します。 

 (1) 調査審議内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 委員名簿（全 20 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 学校統合の時期及び使用校舎について 

   平成 32 年４月に野庭中学校を閉校し、丸山台中学校と統合する。 

   統合校の使用校舎及び用地は、丸山台中学校を使用する。 

 (5) 学校名案について 

   丸山台（まるやまだい）中学校とする。 

 (6) 通学区域案について 

   統合校の通学区域は、野庭中学校と丸山台中学校の両校の通学区域を合わせた通学区域とする。 

   また、現野庭中学校の通学区域の一部に、日野南中学校も選択できる特別調整通学区域を設定

する。 

 

２ 今後の予定 

  横浜市学校規模適正化等検討委員会から教育委員会へ答申、その後市会に横浜市立学校条例の改

正について議案を提出し、市会の議決をもって統合校の学校名、統合校の開校時期等について決定

します。 

 通学区域については、教育委員会での承認後、教育委員会規則改正の手続きを進めていきます。 

日程 検討部会 主な調査審議内容 

平成 30 年度 ５月 23 日 第１回 ・通学区域変更案や学校統合案を提示 

７月３日 第２回 
・保護者説明会を開催し、保護者の意見を踏まえ

て協議することを決定 

８月 29 日 第３回 

・追加検討案を提示 

・野庭中学校を閉校し、丸山台中学校と統合する

ことを決定 

10 月 17 日 第４回 ・意見書を決定 

 

部 会 長 木村 妙子 （野庭住宅連合自治会 会長） 

副部会長 松井 祐子 （野庭中学校ＰＴＡ 会長） 

荒木 宏子 （丸山台中学校ＰＴＡ 会長） 

部会委員 下西 葉子 （野庭住宅連合自治会） 

向後 和善 （野庭団地連合自治会 会長） 

山田 緑  （野庭団地地区民生委員・児童委員協議会 主任児童委員） 

田代 孝之 （日野連合町内会 会長） 

三橋 茂樹 （永野連合町内会 会長） 

阿曽 弘美 （丸山台自治会 会長） 

小後摩和雄 （日野第一連合町内会 会長） 

馬場 美樹 （野庭中学校ＰＴＡ 副会長） 

渡辺 雪子 （丸山台中学校ＰＴＡ 副会長） 

貫名 高広 （野庭すずかけ小学校ＰＴＡ 会長） 

石田 貴雄 （下野庭小学校ＰＴＡ 会長） 

糸氏 晃子 （丸山台小学校ＰＴＡ 会長） 

湊  浩一 （野庭中学校 校長） 

榎田 卓央 （丸山台中学校 校長） 

藤﨑 健児 （野庭すずかけ小学校 校長） 

加藤 雅司 （下野庭小学校 校長） 

新井 篤志 （丸山台小学校 校長） 
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【凡例】 

   小学校 

   中学校 

   小学校通学区域 

   中学校通学区域 

   統合校の通学区域 

   統合後の特別調整通学区域 

丸山台中学校 

下野庭小学校 

丸山台小学校 

野庭すずかけ小学校 

日野南中学校 

《統合後の特別調整通学区域》 

指定校：丸山台中学校 

受入校：日野南中学校 

野庭中学校 



平成 30年 10 月 31 日  

 横浜市学校規模適正化等検討委員会 

「野庭中学校・丸山台中学校」  

通学区域と学校規模適正化等検討部会  

 

「野庭中学校・丸山台中学校」通学区域と学校規模適正化等に関する意見書 

 

 当検討部会は、横浜市学校規模適正化等検討委員会条例（平成 25 年９月横浜市条例第 55 号）に

基づき、「野庭中学校・丸山台中学校」の通学区域と学校規模適正化等について検討するため、平

成 30 年３月 28日、横浜市学校規模適正化等検討委員会に設置され、４回にわたり「野庭中学校・

丸山台中学校」通学区域と学校規模適正化等に関わる諸課題を調査審議し、これを取りまとめまし

たので、次により意見を申し述べます。 

 

１ 調査審議事項 

 (1) 学校規模適正化についての考え方 

   生徒の教育環境の維持・向上を図るため、野庭中学校を閉校し、丸山台中学校と統合するこ

ととし、統合校の丸山台中学校は、両校の歴史を引き継いで、新しい統合校の歴史を築いてい

くことが望ましいと考えます。 

 (2) 学校統合の実施方法 

  ア 統合後に使用する学校施設及び用地は、現在の「丸山台中学校」が適当と考えます。 

  イ 統合の時期は、平成 32 年（2020 年）４月が適当と考えます。 

 (3) 統合校の学校名 

   統合校の名称は、「丸山台中学校」とすることが適当と考えます。 

 (4) 統合校の通学区域 

   統合校の通学区域は、野庭中学校と丸山台中学校の通学区域を合わせた区域とし、通学区域

の変更時期は、統合校開校の平成 32 年（2020 年）４月とすることが適当と考えます。 

 (5) 統合校の特別調整通学区域 

   日野住宅地自治会と日野町内会に属する 

区域（※）について、日野南中学校も選択 

できる特別調整通学区域を設定することが 

適当と考えます。 

  ア 関係する学校 

    現 在：野庭中学校（指定校） 

    設定後：丸山台中学校（指定校） 

        日野南中学校（受入校） 

  イ 設定時期及び対象者 

    統合校開校の平成 32 年（2020 年）４ 

月とし、平成 32年（2020 年）４月以降 

に中学校に入学または転入する生徒を対 

象とする。 

 

 

丸山台中 

丸山台小 

下野庭小 

日野小 

吉原小 

日限山小 

相武山小 
通学区域図 

凡例  小学校  小学校の通学区域 

    中学校  中学校の通学区域 

    特別調整通学区域の設定範囲 
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 （※）特別調整通学区域の対象区域 

 

 

 

 

２ その他、統合にあたっての要望 

 (1) 両校の生徒には、統合の前後に、今までの経緯と両校の生徒が統合校をスタートさせること

を校長から責任をもってしっかりと伝えて、動機付けを行っていくようお願いします。 

 (2) 学校統合までの期間においては、両校で「両校の歴史を引き継いだ上で、統合校を開校する」

という考え方に基づき、交流事業や統合校の教育目標の設定等を進めていただき、統合校への

円滑な移行を促進するようにお願いします。 

 (3) 統合校の特色づくりに基づいた教育環境の確保のため、必要な施設整備について、最大限の

努力をお願いします。 

 (4) 統合校の円滑な運営を図るとともに環境変化に生徒が順応できるよう、統合校の教職員は、

できるだけ両校の教職員をバランスよく配置するよう配慮をお願いします。 

 (5) 今回の統合により誕生する新しい「丸山台中学校」には、これまで２校が築いた歴史を尊重

し、できる限り関係資料等の保存・記録をお願いします。 

 (6) 統合により生じる土地建物の活用に関しては、現在の学校が地域にとって様々な役割を担っ

ていることから、地域の声などを踏まえ、地域防災拠点機能の継続等を含めて検討していただ

けるようお願いします。 

 (7) 統合校開校後１年間は、野庭中学校のグラウンド及び体育館について、部活動等で生徒達が

利用できるよう配慮をお願いします。 

 

むすびに 

 野庭中学校・丸山台中学校の地区において、今回の両校の統合を契機に、保護者や地域住民によ

る様々な学習活動への参画など、学校との連携・協力体制をより一層推進していきたいと考えてい

ます。 

 関係校をはじめ、教育委員会事務局、港南区役所など関係部署においては、野庭中学校と丸山台

中学校の学校統合に向けて、環境の変わる両校の子どもたちや、閉校する野庭中学校周辺の地域住

民に対し、細やかかつ十分な配慮をお願いします。 

 

港南区 

日野八丁目 30 番 28 号、31 番 34 号から 31 番 45 号まで、日野九丁目 27 番８号から 27

番 22 号まで、39 番から 41 番 16 号まで、42 番から 48 番まで 
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「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針 改訂素案」 

市民意見募集実施結果について（速報版） 

 

平成 22 年 12 月に策定した「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方

針」の見直しを進めるにあたって、平成 30年９月に新たな基本方針の素案を公表し、市民意見募集を

実施しました。この実施結果について報告します。 

 

１ 実施結果 

（１）市民意見募集期間 

平成 30 年９月 28 日（金）～10 月 29 日（月） 

 

（２）意見提出状況 

投稿数   93 件 

意見数  132 件 

 

（３）項目別意見数 

意見への対応 意見数 

１ 通学区域制度について 50 件 

２ 学校規模及び配置の適正化について 48 件 

３ その他・全般について 34 件 

合 計 132 件 

 

（４）意見への対応状況 

意見への対応 意見数 

１ 基本方針改訂素案に関するご意見 

※これらのご意見については、改訂素案の修正の参考及び

基本方針改訂後、具体的な事業や取組みを進める上での参

考とします。 

108 件 

２ その他のご意見 17 件 

３ 質問、問合せ等 7 件 

合 計 132 件 

 

（５）属性別投稿数 

保護者 学校関係者 地域関係者 その他 不明 合計 

20 件 ４件 30 件 ２件 37 件 93 件 
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２ 主な意見 及び 意見に対する考え方 

（１）基本方針改訂素案に関するご意見 

主な意見 意見に対する考え方 

【通学区域の設定について】 

・通学区域が地区連合を跨いでいるケースがある。地域

コミュニティを大切にしてほしい。 

・複数の区にまたがるような学区の設定をする時には地

域の状況に配慮してほしい。 

・通学距離がより短い学校に通えるようにしてほしい。 

・通学安全に配慮した通学区域設定をすべき。 

 

「学校規模」、「通学距離」、「通

学安全」を基本としつつ、「地域コ

ミュニティとの関係」や「行政区」、

「小学校・中学校の通学区域」を

総合的に配慮して、通学区域の

設定・変更を行ってまいります。 

【特認校制度について】 

・特認校制度の見直しについて学校ごとの様々な事情

を配慮してほしい。 

【学校選択制について】 

・学校間の切磋琢磨や教員間の向上心を育むため、一

定の条件のもとに学校選択制を導入することを検討す

る必要がある。 

・学校選択制については、小規模校の一層の小規模化

等の恐れがある。 

ご要望の内容については、今後

の具体的な事業や取組を行うに

あたっての参考とさせていただき

ます。 

【小規模校対策の考え方について】 

・単級でクラス替えができないことは子どもにとっても、保

護者にとっても負担である。 

・PTAの合流の支援について配慮してほしい。 

児童生徒の教育環境の改善のた

め、保護者や地域住民の理解や

協力を得ながら、学校規模の適

正化を推進してまいります。 

【過大規模校対策の考え方について】 

・児童数が多すぎて教員が子どもの面倒を見きれない。 

・児童数が急増した際、スクールバス等を配備して小規

模校に児童を誘致する等の策も考えられる。 

児童生徒の教育環境の改善のた

め、保護者や地域住民の理解や

協力を得ながら、学校規模の適

正化を推進してまいります。 

【特定の地域に関する具体的な要望等について】 

・現在の指定校と違う学校に通えるようにしてほしい。 

・自宅からより近い学校を選択できるようにしてほしい。 

・児童生徒が減少（増加）している地域について、適正

規模化の検討をしてほしい。 

ご要望の内容については、今後

の具体的な事業や取組を行うに

あたっての参考とさせていただき

ます。 

 

 

（２）その他のご意見 

主な意見 意見に対する考え方 

・30 人学級など、１学級の人数を見直してほしい 

・小学生の荷物の重量負担を見直してほしい 

・小学生と中学生の登校時間をずらしてほしい 

当基本方針の内容に関するご意

見ではございませんが、教育全

般に関するご意見として参考にさ

せていただきます。 
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